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ウ
ォ
ー
ル
街
の
告
白
ブ
ー
ム

世
紀
の
ディ
ー
ル
メ
イ
カ
ー
、
カ
リ
ス
マ
C
E
O

こ
の
秋
学
期
シ
カ
ゴ
金
融
街
の
ビ
ジ
ネ

ス
・
ス
ク
ー
ル
で
教
え
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
金

融
は
一
〇
年
周
期
で
バ
ブ
ル
、
破
綻
、ス
ケ
ー

プ
ゴ
ー
ト
の
摘
発
、
引
き
締
め
を
繰
り
返
す
。

当
地
で
は
今
、
投
資
銀
行
家
の
一
九
九
〇

年
代
後
半
の
ゴ
ー
ゴ
ー
・
バ
ン
キ
ン
グ
に
対
す

る
反
省
の
書
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
代
表
が
、
著
名
テ
レ
コ
ム
ア
ナ
リ
ス
ト

R
ein
g
old

の
”Con

fession
s
of
a
W
all

Street
A
nalyst

“
と
、メ
デ
ィ
ア
業
界
投
資

銀
行
家K

n
ee

の
”T
h
e
A
ccid

en
tal

Investm
ent
B
anker

“
で
あ
る
。
八
〇
年

代
後
半
の
L
B
O
と
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
事
件
の

時
は
、
多
く
の
新
聞
雑
誌
記
者
に
よ
る
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
た

が
、
今
回
は
当
事
者
自
身
の
告
白
の
書
が

多
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、

こ
の
と
こ
ろ
の
大
変
革
の
渦
中
の
ア
メ
リ
カ
の

金
融
界
を
代
表
す
る
カ
リ
ス
マ
経
営
者
に
よ

る
自
伝
の
傑
作
が
発
売
さ
れ
た
。
本
書
は
、

筆
者
が
こ
の
二
〇
年
間
読
ん
で
き
た
ア
メ
リ

カ
ビ
ジ
ネ
ス
書
の
中
で
一
番
面
白
い
。

本
書
が
面
白
い
の
は
次
の
点
だ
。
①
ウ
ォ
ー

ル
街
の
こ
の
二
、
三
〇
年
の
歴
史
が
、
そ
の
人

間
模
様
と
共
に
最
大
の
制
度
変
革
を
行
っ
た

当
事
者
に
よ
り
語
ら
れ
る
。
②
ア
メ
リ
カ
の
金

融
業
の
現
場
が
ど
の
よ
う
な
原
理
で
経
営
さ

れ
て
い
る
か
が
よ
く
分
か
る
。
③
悩
み
な
が
ら

仕
事
中
毒
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
働
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
リ
ス
ク
を
と
り
、
仲
間
を
大
事
に
し
な
が
ら

時
に
は
裏
切
る
と
い
う
、
そ
こ
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
の
実
態
が
、
経
営
者
本
人
の
率
直
な
告

白
と
し
て
聞
け
る
。
④
な
ぜ
彼
ら
が
株
主
中

心
の
原
理
を
大
事
に
す
る
の
か
、
多
額
の
報
酬

を
求
め
る
の
か
、
利
益
追
求
の
行
き
過
ぎ
に
対

す
る
歯
止
め
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
最
後
に
な

ぜ
社
会
貢
献
に
行
き
着
く
の
か
、こ
の
あ
た
り

の
日
本
で
は
理
解
し
に
く
い
と
こ
ろ
が
よ
く
分

か
る
。
⑤
孤
独
な
経
営
者
に
は
妻
が
共
同
経

営
者
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。

一
九
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ト
ク
ビ

ル
は
ア
メ
リ
カ
を
訪
ね
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た

が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。「
ア
メ
リ
カ
で

は
金
銭
的
に
成
功
す
る
こ
と
は
、
神
の
認
め

た
成
功
の
証
し
で
あ
る
」。

サ
ン
デ
ィ
・
ワ
イ
ル
と
は
ど
う
い
う
人
物
か

サ
ン
デ
ィ
・
ワ
イ
ル
は
ワ
レ
ン
・
バ
フ
ェッ
ト
、
ジ

ャ
ッ
ク
・
ウ
ェ
ル
チ
と
並
び
、
そ
の
経
営
す
る

会
社
の
株
主
価
値
を
二
六
倍
に
も
し
た
米

国
で
最
高
の
実
績
を
持
つ
経
営
者
で
あ
る
。

ワ
イ
ル
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
系
移
民

中
産
階
級
の
家
に
生
ま
れ
、
苦
学
し
て
コ
ー

ネ
ル
大
学
卒
業
後
、ベ
ア
・
ス
タ
ー
ン
ズ
社
の
メ

ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
を
振
り
出
し
に
ウ
ォ
ー
ル
街
に

就
職
す
る
。
二
七
歳
で
小
規
模
の
株
式
ブ
ロ

ー
カ
ー
を
設
立
し
、
そ
の
後
次
々
と
業
績
の

低
迷
す
る
名
門
金
融
機
関
を
小
が
大
を
呑

む
形
で
買
収
し
成
功
を
収
め
る
こ
と
に
な

る
。
ワ
イ
ル
の
金
融
機
関
経
営
の
原
則
は
現

場
主
義
の
業
績
向
上
に
あ
り
、
買
収
し
た
企

業
の
コ
ス
ト
を
徹
底
的
に
節
約
し
、
役
に
立

た
な
い
買
収
先
の
幹
部
や
従
業
員
は
解
雇
す

る
一
方
で
、
利
益
に
貢
献
す
る
忠
実
な
部
下

は
家
族
の
よ
う
に
大
事
に
す
る
。
九
〇
年
代

後
半
ソ
ロ
モ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
と
ス
ミ
ス
・
バ
ー
ニ

ー
の
名
門
証
券
買
収
で
、
保
険
、
消
費
者
金

融
と
証
券
を
傘
下
に
持
つ
ト
ラ
ベ
ラ
ー
ズ
・
グ

ル
ー
プ
を
完
成
す
る
。
一
九
九
八
年
に
は
こ

れ
を
シ
テ
ィ
コ
ー
プ
と
合
併
さ
せ
る
こ
と
で
世

界
最
大
の
金
融
コ
ン
グ
ロ
マ
リ
ッ
ト
を
築
い
た
。

そ
の
後
、エ
ン
ロ
ン
や
ワ
ー
ル
ド
コ
ム
の
破
綻

の
中
、
投
資
銀
行
部
門
と
他
部
門
の
さ
ま
ざ

ま
な
利
益
相
反
行
為
等
の
問
題
が
明
ら
か

に
な
る
。
し
か
し
ワ
イ
ル
は
こ
の
危
機
を
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
乗
り
越
え
る
。
さ
ま
ざ
ま

な
難
局
に
直
面
す
る
た
び
に
常
に
現
場
に
戻

り
、
素
早
い
決
断
、
忠
実
な
幹
部
へ
の
信
頼
で
、

的
確
な
問
題
へ
の
対
応
を
し
て
い
く
百
戦
錬

磨
の
経
営
者
と
し
て
の
姿
が
見
え
て
く
る
。

「
市
場
が
好
調
な
と
き
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
金
融
機
関
は
行
き
過
ぎ
に
陥
る
が
、
ど

こ
か
で
潮
目
が
変
わ
る
。
そ
こ
で
経
営
者
は

大
き
く
舵
を
切
り
、
問
題
に
的
確
に
対
応
し

な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
。
結
局
は
経
営

の
最
大
の
リ
ス
ク
は
企
業
と
自
分
の
評
判
で

あ
る
」と
い
っ
て
い
る
の
は
率
直
な
告
白
で
あ
る
。
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